
庭木の剪定や家電の修理などの生活上の

困りごとが書かれたカードを使って行いました。 

 お手伝いしてもらいたい事が書かれたカードを

各自 2枚ずつ選んで、グループ内のメンバーに

お手伝いを呼びかけました。 

 グループ内でお手伝いの解決ができない時

は、リーダーが別のグループにお手伝いを呼び

かけました。 

 グループ内で解決できなかった事も他のグル

ープに呼びかける事で、得意な方が 

出て来られ解決する事が出来ました。 

  

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   大木町役場 福祉課 

   大木町社会福祉協議会 

平成 28年 7月 14日 第 1号 

 7 月 1 日（金）こっぽーっとホールにて住み続けたいまちづくりセミナーを開催し、公益財団

法人さわやか福祉財団の阿部 かおり氏よりご講演いただきました。 

住民が安心して心豊かに暮らせる社会は、 

「つながり・ふれあいのある地域」 

 地域住民が、どんな状態になっても 

ふれあいの絆の中で、 

自らの能力を最大限に生かしながら、 

いきがいをもって主体的に暮らし、 

尊厳が保持されている暮らしです。 

★大木町に、あったらいいなというサービスをみん

なで考えて、創りあげていくには、話し合いが大切で

す。大木町が好きだという気持ちがあれば、だれで

も、参加資格があります。  【講演より一部抜粋】 

参加された方でグループワーク「助けられ・助け上手ゲーム」を行いました。 

グループワークの様子です 



 

 

参加者  94人  アンケート回収 83人（回収率 88.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声を一部紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 2 回まちづくりセミナー 

日時：平成 28年 10月 14日（金）13時 30分～15時 30分 

場所：こっぽーっとホール 

申込先：町役場福祉課 32-1060 

★大木町のことが好きという方はどなたでも参加できます！ 

【セミナー終了後のアンケート結果】 

子どものころからボランテ

ィア活動に参加し、興味を持

つのはとてもよいですね。 

これからの高齢化社会をどう

生きていくか、しっかり考え

ていくことがとても大事 

自分でできることは

なんでも 

協力したい 

歳をとっても生きがいを

もって生きられるように 

そして、住みやすい町に

なるようにみんなで考え

ていきたい 

つながり・ふれあい・地域

でできる、みんなでがんば

る、そういう町であること

ができそう 

それぞれの人が何かしら特技と

か趣味とかあるから、それを生

かして役立つような取り組みが 

必要ですね 

80 歳の私共でも役立てるこ

とがわかり、大変よかった 

① とても興味が持てた 25 人 

② 興味が持てた 48人 

③ あまり興味が持てなかった 3人 

④ まったく興味が持てなかった 0 人 

未記入 7 人 

 

若い方々は就労で多忙なので、先の

状況が見え隠れして考えが深くなる

70 代の方々に大いに活動してもら

うのが無理なくてよいのでは？ 


